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創立60年の歴史低い山を歩く会
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会員総数 =59名 (2023・ 101現在)
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1月号の山行プラン・・2大弛水峠(南高尾)/大町自然公園/六国峠/千葉 富山/宝登山

山行ルポ・・"・・・・。・,3官ノ倉山石尊山/集中山行(八幡山、大正池、少林寺各コース)/中山道鳥居峠赤沢自然

休費林/大沢山/日光隠れ三滝/大戸緑地草戸LL

低山だより。・・・・・・・・82022年 秋の集中山行会計報告/山岳保険の JIROを団体保険から個人保険に変更

することについて
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1月の編集委員会

1月の集会。役員会

1月 12E3(本)15時
1月 23日 (金)15時

会場 :IKE・ BiZ

(としま産業振興プラザ)

露葬舌103-3980-3131

◎11月の集会・役員会出席者…17名  ◎11月の編集委員会…4名

◇山行届・事務報告などあらゆる山行の連絡  リーダーキャップ 熊澤美悪子
電課:090‐5318… 0292 メール:qqQu9ss9K@basil.ocn.ne“ jp
◇入会・退会・住所変更。会報の発送・集会その他に関するFplい合わせ  総務キヤップ 井上恵子
電話&FAX 042-492-2592  090… 2234-5844
◇会費の納入などに関する問い合わせ 会計キヤツプ 興鍋雅光
電話&FAX 03… 3302-2987   090-9300-4736
会費振込先 郵便振替口座記号番号 00150…8-291146口 座名称 員鍋雅光(マナベ マサミツ)
◇ホームページに関する問い合わせ ホームベージキヤップ 阿武信夫 電話 048‐822-7228
◇編集に関する問い合わせ 編集キヤツプ ニ圏村久子 03-3630-0988 090-9239-2105

緊急連絡先
◆阿武信夫(会長)

◆熊澤美恵子(リーダーキヤツプ)

◆三ツ谷征志(遭対キヤツプ)

◆三ツ谷征志(保険担当)

048-822-7228
042-492-6971
042-324‐ 5854
042-324-5854

拶:料書1090-5429-1685
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=090-6021…

1457
携帯1090…6021-1457
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覇 &FAX



1層 鋳由行プラン

☆l⑤⑤97回
大垂水峠～高尾駅備 高尾)
期園 1罵 8躍 (圏 )     A呻 級

集合。出発 京工線高尾山IIl駅 9時 00分改札回
地図  曜文社/高尾・陣馬
持物  一般登山用具
鸞―ス 高尾山口駅 (タクシー)=大垂水峠一人  :
洞曲―展望台一西山峠一二沢峠―草戸直

―草戸峠一四辻――高尾駅       :
歩程  5時 Fpl
ポイント 陽だまりを求絲て入山者の少ない商高

尾山稜を歩く。

華込み 1月 各国(金 )まで
り・―ダー 藤圏勝平 090(1458)7850
SL   二橋ヨシエ 090(9016)1410
備考  時間を見てショートカットする場合があ

ります。

☆10098回
千葉 大町自然公園 (下総台地 )
期翻 1月 14目 (土 )

A級

集合。出発 」R武蔵野線市川大野駅改札口
10時 30分

地図  1/2.5万図/松戸、船橋
持物  ウォーキング用具 '昼食
コース 市川大野駅一大野緑地―駒形神社―

駒形大神社一大町自然公園(自然博

物館・動物園。植物園)一北総線大町駅

歩程  4時 間
ポイント ヒ1ま故障中なので街歩きします。

都市化が進む中、下総台地を守ろうと

する運動の声により残された自然保全

地域を訪れます。

申込み  1用 12園 (本 )まで
1ジーダー 賞姜澤美憲子 ③90(5318)0292

☆舞310099回
六圏峠ノヽイキングヨース    A申 級
期 回 1周 21日 (土 )   雨天順延
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集合彙出発 京急品川駅8時 17分発特急二崎 Ell
行前方車内

1/2.5万図/戸塚、鎌倉
一般登山用具

金沢文庫駅―ハイキングコース入回一

能見堂跡一不動池 "関谷不動尊一籠見

台高区貯水槽―釜利谷市民の森…金

沢自然公園―天園一端泉寺一大塔宮

=鎌倉駅
約3時間 30分
横浜市金沢区の能見堂緑地から鎌倉ま

で、自然豊かで広大な緑地にあるスポ

ットを巡り歩き、天園ハイキングコース

を下る。

申込み 1月 19日 (本 )まで
:プーダー 3展部千重子 03(5934)0131

080(1076)1510
備 考  コースが多数あるため、変更する場合が

あります。

☆10100回
千葉 雪誘(350m)     A中 級

期国 1月 24日 (火)      雨天順延

集合。出発 JR東京駅総武線快速 8時 01分発
君津行 本更津駅 9時 21分着同駅発 9
時 31分 」R内房線上総―ノ宮行 岩井駅
l⑤ 時 23分着 (リーダーは錦糸町駅から
乗車)

地図  1/2.5万図/保圏、金東
持物  一般登山用具
コース 岩井駅 (タクシー)=福満寺入園一富山
一伏姫籠穴―富山中学校―水仙遊歩道
登り回―展望台―遊歩道下りEl一岩井
駅

歩 程 約 5時間
ポイント 山頂から|ま東京湾や房総の山々の大パ

プラマが広がります。また、「南総里見
八犬伝Jゆかりの山としても人気があり、

この季節には一面に咲くスイセンが楽

し静ます。時間があれば道の駅・富楽里

とみやまにも寄つてみましょう。

鑢込み 1月 22日 (圏 )まで
リーダー 三田村久子 000(9239)2105

☆10101回
奥武蔵 宝登山の蟷梅鑑賞     A中 級
期国 1月 28日 (土 )



集合・出発 秩父鉄道長瀞騨 時40分改札園前
参考☆JR大宮駅7時 59分発籠原行 熊谷
駅着8時 3る分 同駅8時45分発(秩父鉄
道)長瀞駅9時32分着
★西武鉄道池袋駅7時02分発飯能行
急行 飯能駅7時49分着 同駅7時
52分発長瀞行 長瀞駅9時 19分着

地図  昭文社/奥武蔵・秩父
持物  一般登山用具
コース 長瀞駅―宝登山神社―宝登山頂上―

野上峠一氷池分岐―氷池一長瀞駅

歩 程
ポイント

申込み

リーダー

懲ヒ

3時間
満闘の臨梅に会えるかな。

1月 26圏 (本)20時まで
阿武信夫  048(822)7228
090(5429)1685

a rlno_nobu@ybb"ne、 Jo

網代節子 03(3136)4703

由行ルF
☆10083回
官ノ倉山～石尊山
期国 10月 22鶏 (土 )

A申級

竹沢駅から改札の反対側に出てjRと興道
を超える。立派な家の屋敷内 |こ道路沿いまで

野菜や花が作られてしヽる。背の高い赤ひグリア

がひときわ目を弓iいた。そんな里の景色に魅

入られて曲へ入る。三光神社を過ぎて天王沼

で体む。錦鯉が泳いでいて桜の大本もあり、地

元の憩しヽ約場としての人工池と書かれてい昏.

ここから植林の中、九十九折りに登つていく

と大きい葉のシダが足元を隠す。こんなにきれ

しヽなシダは珍しい。官ノ倉峠からは岩がゴElゴ

圃出てきて頂上|ま紅葉が始まつていた。少し行

くと標高差のあまり無い石尊山だ。集合場所

のように次々とグループが登つてきて賑やか

になつた。霞む北1員」の山々をゆっくり傍観して

下山.急斜面のザ1/1ま足場があり、本をつかん

で鎖無しでも大文夫で、林道に出た。北向不動

|よ崖の中腹に薫Eられていて、怖いくらいの狭い

石段が付いている。下に|よ小さυゝ沢から修行

の場へ水が落ちている。

昼食をとりながら交代でお参りした。往路の

霊歩き|よ青空に映える路上の柿を愛で少し頂

いた。

あと|よ晴雲酒造へと足 |よ錢くなつた。が、当

猥|よ団体客の予約が優先で、一般魔が満員の

ため 2時間待ちと言われ、お土麓を買うことも
出来ず、店先で解散した。  (三 鶴]シr)

(参加者)L阿武信夫・3江網代節子。議圏弘
治′今西光輝 三゙橋ヨシユ・ゲスト松本雄子

(計 6名 )

(コースタイム)竹沢駅8:25-三光神社8:45-稜
線9150-官 ノ倉山10:角 ◎一石尊山1◎ 130-lL
向不動霜1110-八幡神社12:5⑬―晴雲酒造13:
10--4ヽ∫|1町駅13140

☆10085回
集中山行② 八幡山菫―ス

期園 10用 30日 (躍 )
A中 級

天候に恵まれないことが何度かあつた行事山行

だが、この日|ま文旬なしの晴天、絶好の登山田和だ。

秩父鉄道の無人駅「桜沢」から10分程度で登曲国
の八幡大神社に着いた。本殿と神楽殿の右脇に八

幡山・鐘撞堂山登山Elの道標がある。いきなりの急

登で始まるが、それほど長く|まなく、最初のピーク

で一体み。八幡曲|よまだ先かと思つたが、すぐに手

書きで赤い文字の「頂上」標識が目に入る。「八幡曲

①」の表示もあり、この先八幡山②～⑦まで表示が

出てくる。

樹林のなだらかな尾機遭 |ま多少アツプダウンが

あるが、いくつかの分岐を過ぎて本段が現れると急

登になる。巻道もあるが、けつこう長い本段をがん

ばつて登ると展望台が見えてきて頂上に着いた。

天気が良いので登曲者は多しヽ。東屋で|よ先着し

てしヽた藤爾リーダー働パーテイーがお汁粉の準備

中.食材仰用意、重しヽ物の運搬、調理等々すべてお

んぶにだつこでごちそうになり、恐縮の極み。感謝

です。

お腹がいつぱいになつたあと|よ記念撮影と各バ

ーテイーの紹介で短いセレモニーを終える。食べる

ことに専念して景色をろくに見なかつたので展望台

に上がって一望してから下曲にかかる。下山|ま大正

池鵬―スヘ。登りのコースと|よ違い、ゆるやかで道

幅もあり、山道|よ短い。林道を経て舗装道路を歩き

ながら、選スモスや鈴なりの柿、ニズなど、秋の風物

を愛でつつ寄居駅へ。

さわやかな秋空のもと、和気あしヽあいの集中山

行ができて幸いだつた。   (服 部千重子)



(参加者)L服部千重子・井上恵子。今西光輝。奥山

冨士子“熊澤美恵子・桑崎せつ子。藤沼淑滋

(計 7名 )

(島―スタイム)桜沢駅9:40-八幡大神社 9152-
八幡山 10117-十二社分岐 (市町界尾根 )10】
50-鐘撞堂山 環鴛40～12155-山道終点 13:
20-大正池 13:40-寄居駅 14i13

☆10086回
集中山行③大正濾 ―ス

期圏 10層 30自 (爾 )
A中級

風もない穏やかな秋晴れに恵まれ、10時半、寄居
駅北回から立派な寄居町役場を左に見ながら、
二つ目の道を右折。大通りに出て天沼陸橋入 IIl交

差点を直進して大正池に寵かう。道端に1よ赤や、自
のコスモスが綺麗 :こ咲ヽヽてしヽてカメラに収める。

途中、民家で柿を取つてしヽた。我々も-1国ずつ頂い

た。

大正池で一息入れ、そのまま真つ直ぐ進み竹林を

過ぎ、鐘撞堂山の登山口から右手の山道に入り、

高根山への道を左に見送り、急な木段の階段はき
ついので、側道を歩いて立派な東屋と展望台が

立つ鐘撞堂曲頂に着いた。

Lll頂で|よ、すでにお汁粉の用意ができており、
お汁粉をいただき みゝんなと楽しいひと時を過ごし

た。記念写真を撮つた後、それぞれのコースで下
つて行つた。我々は皆さんが余り通らない円良圏

集落に下り、円良団特産センターでゆつくりお茶し、

円良圏湖を半周し羅漢山から五百羅漢を見ながら、

少林寺経由で波久礼駅から帰つた。 (員鍋雅光)

(参カロ者)三田村久子、長鍋雅光、柳瀬幸子、加藤

和恵(計 4名 )

(コースタイム)寄居駅10130^一大正池11:10-
鐘撞堂山12100～ 13100-―少林寺15120-
波久礼駅16110

☆10087回
集中山行④少林寺コース

期日 10月 30日 (日 )
A中級

秋晴れの空の下、寄居駅南国に集合、タクシー2
台に分乗して少林寺へ。ここ|よ「文殊書薩Jの寺とも

言われ、合格祈願に訪れる受験生で賑わうそうです。
本堂の機のジグザグの山道を登り始めました。「五

面羅漢Jと記されていて、道沿いに表情豊かな石仏
が並んでいました。30分ほどで羅漢山頂上に着き、
その後i~3歩きやすいゆるい登山道で%最後、少し急
な階段を登ると鐘撞堂曲山頂に着きました。名前

通り、小さあでしたが、鐘があり誅した。広めの東屋
が運よくすしヽていたので、ここでお汁粉作りを始め

ました.。 リーダーその他のメンバーさんが、ガスコン

EIl、 コッフェル、あん、お餅など選んでくださり皆で

手分けして、お餅をゆでる人,お汁粉汁の調整、配
る人と手際よく作りました。

次々に他のコースのメンバーも至』r‐iして、皆でぉ
いしく頂くことができました。この山|よ関東百名山
だそうで、山頂からの眺望がすばらしく、東京ドーム

の白い屋根が見え、関東平野が一望できました。そ
の後、皆で集まり各コースの紹介、全員で記念撮影
し、それぞれ下山に向かしヽまLFた。私たちは短tl急

階段を下つた後 |ま、快適な遊歩道で歩きやすかった

です。

ところどころイノシシが歩しヽた足跡がありました。
30分も下ると集落があり、大きな柿の本にオt/ン
ジ色の柿が沢曲実つていました。大正池で小休止じ
て車道を30分ほどで寄居駅に着きました。出発ベ
ルが鳴る中、親切な駅員さんが待つてしヽてくれて、

皆電車に走りこみました。八幡山コースのメンバー

が先に乗つていて、早く帰ることができました。
登山道わきに業色の花やマムシ草の赤い実など

秋を感じる山行でした。 (櫨村早苗)

(参加者)L藤 田勝平・St三橋EIシエ″黒囲正 森ヽ
永孝子・網代節子。植村早苗 (計 6名 )

(通―スタイム)寄麗駅 9130(夕々シー)=少林寺
9145～ 10:00-羅漢山 10130‐鐘撞堂山 11:
15-昼食(ぜんざい作り)各鵬―ス集合 13:◎0-
大正池 13140-寄居駅 14135

:☆ 10088回
:中曲道鳥居雌 赤沢自然体養林  A中 級
:期日 11月 3日 (本凛祝日)～4日 (金 )

今Imllの大目玉|よ 2か所もあり、鳥居峠|よ園本百名
峠で中山道の難所でかつ古の秘境で本曽御岳がは
るかに望めるところです。そのため歌人文人|まここ
を旅して紀行文を記してしヽます。現在|よ、日本人|ま
もとより外国人にも憧れの観光地となっています。
赤沢自然体養林|よ平安の頃より本曽檜として神
社仏閣城郭の主柱に使われ、江戸時代の街にも火
事の復興に使われました。その美林|よ永年何千年も



植林しながら培われてきました。近年 |よ、森林浴発

祥の地でもあり、そ命中を歩き歌す。

山行|よ、最新鋭の新宿バスタから高速厳 で昔な

がらの街が残る奈良井宿へ向かうが、秋晴れの絶

好の自和のため、車が多く大渋滞になり1時間40
分も遅れる。奈良書宿は昔の家屋が復元され、行き

交う観光客|よ多かつたが、峠の入国からは我らのみ

でした。

昔の中山道を落葉しぐれの中をしみじみ歩く。中
の茶屋で、中山道で食べ損ねた昼のそばの代わり

に、途中で仕入れたせんべい等を食べる。意外に早
く峠に着き、ここから|ま紅葉黄葉の真つただ中を歩
く。御岳神社へ寄るが、ここか引よ真の絶景。1まる

かかなたの本営御岳が自く輝き神々しく見える。冬

山の御岳、火山爆発と思いが駆け巡る。落葉しぐれ

の下り|よ、膝、腰が癌り我ら二人に|よやさしひ.麓
:こ下り藪原の街を歩くがシーンと静まり返り全く人

通りがなしヽ中をあきれるほど歩く。無人駅の藪原か

ら本曾福島へを中山道の蔦屋|よ元禄時代からの旅

籠で外観本造 5階の風情ある宿でした。食事も地
元の食材を使つた豪華な食事でした。量も多かつた

が我ら高齢者|ま皆たいらげるほどの食欲でした。

翌朝、駅まで本曽サ|1沿いの街道を歩くと本曽り|||こ

かかる本橋の本曽御岳登山口に出合う。昔の案内

図があり、とても感激し、更に御岳講の先達が道し

るべとしたと思うとなおさら感動しました。

赤沢自然体養林までのバス|よ、ほぼ満員でした。

森林鉄道で丸曲橋で下車。fn_の観光客は、ほとんど

一つのコースなりに我々は四つのコースを踏破しま

した。遊歩道はよく整備され歩き易く、案内標識も

ある。熊除けの鐘もあり程良く体場もあり、快調 |こ

歩きました。沢|よ水が清く、山砂岩、奇岩の上を流
れて中々の眺めでした。

フイトンチッド(森林浴)を十分に浴び心も体も非

常に回復しました。鉄道乗場に戻り、レストランで

のビールがうましヽこと|よ言うまでもありません。参
カロの
LeLさん|よ、秋の景色を見ながら御岳を望み、往

時の人々の往来を偲んだ。花も好きですが、本々が

素晴らしく好きで、前から来たかつた所です。歴史
のElマン、武蔵とお通、義仲と巴御前が思い浮かぶ

.素晴らしい紅葉で植林は日本の文化です。本曽路
|よ初めてですが、すっかり気に入りました。奈良井

から峠へは、祈りの道のようで中山道を歩いた和宮
みたいだった。

資料 :塩尻市命観光案内、赤沢自然体養林散策マッ

プ(上松町観光協会 )、 日本百名峠、檜笠日記 (荒居

幹雄著 (サブリーダーの横塚さんの奥様の祖父が明

治時代に歩いた本電路を目記風に毛筆で書いたも

の ) (三ツ谷征志)

(参加者)Lニツ谷征志、SL横塚征―郎、服部予重
子、黒閥正、松沢治子、金沢正秋、今西光輝、井上恵

子、藤国弘治 (計 9名 )

(コースタイム)一日目/新宿 7145(バス)=奈良
井宿 13100-烏居峠登りE113140-中 の茶震
14:00～ 14120-鳥居峠 (峰の茶屋)14150-
御岳神社 15:00-藪原駅 16115～ 16152-本
曽福島駅 17108-蔦屋 17130
二園目/蔦 屋8145-木曽福島駅 9:05(バス)=
赤沢自然体養林 10:05～ 10'30(トロッコ夢」車 )
凛丸山渡 10:40-冷水峠 11100-穣窪 11:15
-どんどん淵 11:35-ヽ御神本伐採地 1li50-ア
スト回橋 12115-機窪 12165-ほ うの本峠 121
4る 赤沢台往復 13:05-赤沢バス停 13:30～
14:30-本 曽福島駅着 15:15

(歩程)奈良井宿―藪原駅 6.4krn3時間 15分、
赤沢自然体養林43-ス 3.35km

☆10090回
大沢山 (奥 多摩の山 )
期 日 11月 12日 (上 ))

A中 級

臨時の増発便に乗り都民の森バス停に着くと大勢
の人々で賑わっていました。

もうおだんご屋さんも開いており、嬉しそうに頬張
つている人を横目にまずは森林館をめざす。そこか

ら先はウッドチップが敷かれてbヽる遊歩道になり,

あんなに多かつた人達も見かけなくなり静かな山

歩きが始まりました。三頭大滝をみてから、そばに

あるブナの路と石曲の路分岐点から、プナの路を行

き、ムシカリ峠に出て大沢山を経由し石山の路を通

って再び三頭大滝に戻る周遊コースでしたが、とん

でもないFel違 しヽをしてしまいました。石山の路へ入

つてしまったのです。

ムシカリ峠だと思つたところは、槙寄山と石山の

路の分岐点で、それに気づかず大沢山に行くべく模

寄山方面に歩き出しました。途中の道標で大沢山|ま

とっ<に過ぎている事がわかり、槙寄山に行く事に
して、西原峠から数馬バス停に下りました。

途中で、「あれ、変だな ?」と思つた事が何度もあ

りましたが、きちんと確認もせず先頭者の後ろに続

きました。



選・して構寄山へ行く尾根道の下りで、参加して

しヽただいた方が、落ち葉に隠れた石につまずき

転鶯|してしまいました。顔に擦過傷ができました

が、華い火事に至らずに済みました。

もし通の道をin_らなければ転倒もなかつたので

|まないかと思うと、本当に大変なFB5違いをしてし

まつたと痛感しました。

そこで一週間後再び行き、ブナの路と石山の路

の分岐の道標を確認し、予定していたコース在歩

き、プラス三頭山にも寄つてきました。

ブナの路|よ、量に入つてくる景色すべてが落ち

葉でおおわれ、大変綺麗な谷でした。 (網代節子)

(参 lll者 )L阿武信夫・SL網代節子・藤田弘治

(計3名 )

(コースタイム)武蔵五国市駅8110-都民の森バ
ス停9時]8分一出発9130-森林館9:40-三
類の大滝10140-分岐10:45-槙寄山12:
50-数馬バス停14110=武蔵五国市駅

☆l③091回
国光隠れ三滝

期目  11月 19目 (土 )
A中級

圏光と言えば、日光東照宮、華厳の滝、中禅寺湖、

湯業が思しヽ浮かんだ。国光隠れ三滝を私は知らず、

見て見たくなり申し込んだ。東武田光駅バス停Iま

大混雑していたが、私達が乗る霧降高原行は余裕

で座れた。15分で日光隠れ三滝入国にEll着し、ま

ず丁字の滝を目指す。

日差しI_lあり、気持ちよい。すつかり落葉してお

り静かな道を進みカタクリ橋を渡ると丁字橋が見

えてきた。下に降りると巨大な岩盤の上に何段に

も流れ落ちる滝だ。緑の苔と落葉と所々の黄のイチ

ョウに癒される。次|よ玉簾滝の標識を見つけ丸太橋

を渡る。

展望台で写真を撮るがピンとこなし`.リーダー

もそうらしい。そのままマックラ滝に向かう。

迫力がある。天然ミストのしぶきが舞つて全身に

マイナスイオンを浴びながらの記念撮影.

滝前|よ広がつており、そこで昼食をとる。来た道を

戻り玉簾滝展望台の脇のもう一つ下の道を

見つけて降りる。さつきのモヤモヤが解消 ||

素晴らしい。簾仰様に幾筋にも分かれて落ちる滝

だ。
バス停を目指すが霧降の滝も見て帰ろうというこ

とになり、成辰の道を歩き、ススキと季節外れのツ

ン`ジの ジ`ーショットを見て霧降の滝に到着した。

帰りのバスまでたつ 3マリと時間があるので、

山のレストランで美味しいデザートに舌づつみし、

日光のお土産を買つて帰つた。とでも楽しい山行で

した。 (海老沼美幸)

(参加者)L三団村久子。藤国弘治"海老沼美幸・

三橋ヨシヱ'ゲスト榎戸登喜枝(計 5名 )

(コースタイム)東武国光駅 (バス)=隠れ三滝入圃

10145-丁字の滝 11105～ 11110-玉簾滝展望

台 11125-―マツクラ滝 11155～ 12140-玉簾滝
13:00～ 13105-霧降滝成辰道入回 13135-
霧降の滝 14:06～ 14:10-山のレストランー霧降
滝バス停 15139=東武圏光駅

☆10092回
大戸緑地から草戸山  A中 級
期日 11月 27国 (国 )26轟 を変更

山行予定の26爾 (土 )が雨天だつたので、27鶴

lt_変更、前国の寒くて暗い天候と|よ打つて変わつた

快晴の暖かい国になつた。橋本駅北園バス乗り場

から9時 7分発大戸行きに乗り約30分、青少年セ

ンター入口で降り、大戸緑地に行きトイレ等を済ま

す。10時 5分にここを立ち、約10分で雨乞い場働

碑のある広場に着く。ここから|よ南{員」が開け、横浜

のランドマークタワー、さらに房総半島の山がうつ

すら見えた。

樹林帯を登つて行くと開けた小高い場所に出た。

右1貫1(東側 )が谷になつて、山の斜面の本々が広く

切り取られ、小さい苗本が植林されてしヽる脇の道

を北に向かう。10時 40分権現平に着く。
ベンチがあった。低しヽ山で|まあるが、尾根道はア

ップダウンが続き、前日の雨で滑りやすい土や、本

の根を覆う枯れ葉が少々歩きにくかつた。

草戸峠の登山道分岐に30分ほどで着き、さらに

20分ほどで草戸峠 |こ着く。北側に高尾山が見える。

高尾山麓|ま杉の緑と紅葉、黄葉で覆われ、陽光に照

らされていた。 草戸山に11時45分ごろ到着.石
の鳥居とお社があり、本製の展望台があつたが壊れ

かかつていて、階段がトラ圏―プで塞がれていた。

ここから|よ南面が開けており、丹沢の山並みが見え

た。頭上には何組かの先客がいたが、私たちも太い

儀1本などに座つて昼食をとつた。

12時15分くらいに草戸山を立ち、はなさき休憩

所方向に下る。城山湖が本の間から見え始めてす

ぐ湖が国の前に開けた。アスフアルトの道をしばら



く歩くと金比羅富。お富から長慧ゝ階段の参道を降リ

、本沢梅園の方に出るが、梅回は時期で1よないた綸

か聞じてしヽた。

梅国の横から下り、評議原へ。:ジーダーの見込み

通り評議原の紅葉がとでも美しかつた。燎ヽつまで見
ても見飽きない赤仰グ齢デーシヨン。しかしバス命

時間もあるので小松城跡に向|サで歩く。1時50分、
城跡に着き、往時を偲んだ。県道に出て11ヽ松橋厳

停で乗る予定だったがバス|まなく、境摘バス停まで

行く。橋本行のバスiこなんとか間 1遍合い、本国の山

行 |よ無事終了した。 (保本美恵子)

(参加者 )と服部千重子。桑崎せつ子 '中島水保子・

保本美恵子・奥山冨士子・井上恵子 "金沢正秋 今ヽ西

光輝。三橋ヨシエ(計 9名 )

(コースタイム鴻 本駅 (バス)=青少年センタ…入
轟 914◎一大戸緑地 9150～ 1 0iOS―雨乞い場
働碑 鵞◎:零 懲―権現平 1● i40-段本入 10155-
草戸峠 11:30-草戸山 11:45～ 12:20-|まな
さき休憩所 12135-城山湖(本沢鶴 )12:42-
金比羅宮 12157～ 13:02-評議原 13112～
33-増 松ヽ城跡案内板 弩3:53-県進 14:15-
境構な 停 14i37=橋本駅

‰
&
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低山だより

◎2023年度 行事山行予定
`もちつき山行 2月 26圏 (日 )
・春の集中山行 6月 4日 (日 )ノ スヽ山行予定
。納涼山行   8月 27日 (日 )
。秋の集中山行 11月 12日 (園 )

場所|よ未定です。行きたい山域等ありましたらリー

ダーキヤップまでお知らせください。

◎会報が読みやすくなるよう、12月号より文字ポイン:

卜在大きくしました。

◎1月の山行プランについて

本1月号掲載の山行プラン5本 (グレードの内訳、A
級1本、A中級4本 )が 11月 30日の役員会で了承さ|

れました。                   |
◎11月 4日の No.10089回 (戸倉山)は中止   |
◎令和5年(2023年 )2月編集委員会は9日 (本 )、  |
集会・役員会は24日 (金)です。        |
◎11月 30日の集会出席者(llE不同)      |
阿武信夫・網代節子。今西光輝・石川泰男・井上  :
恵子・植村早苗`奥山富士子・熊澤美悪子。武井光子:

・服部千重子・員鍋雅光・三橋ヨシエ。三田村久子・

村川征津子・森永孝子・山崎玉枝。横塚征―郎

計 17名

[2022年秋の集中山行会計報告 ]
2022年 秋の集中山行は晴天に恵まれ
鐘撞堂山に多数の会員の参加 (17名 )を
得て、無事終了致しました。鐘撞堂山頂で皆

でお汁粉を作り、おいしく頂きました。

費用については会の会計から支出しました。

参加された方々ありがとうございました。

項 目 数 量 出費 円

ガスボンベ 2 1,000
餅 2kg 1,200
餅 l Kg 498
あんこ 2kg 1,500
粒あん 4009 716
容 器 20 220
白菜漬け

ピリ辛ごま

179
198

合 計 5,511

山岳保険の JIROを団体保険から
1国人保険に変更することについて

保険担当 三ツ谷征志

①私自身が、JIROを退会するつもりです。
②私は遭難対策委員保険担当を30数年行つてき
ました。新たな人に弓1継ざを誰かにお願いするの

も大変です。保険のとりまとめも大変で、継続か

退会か不明の人が毎年20数人おり、保険担当の
3人で電話を何度もかけたりました。会費とその年
の遭難費用が計算され、あとで数百円単位で追加

請求されるなど、金額の計算が面倒です。

③低山会ではこの保険を請求された実績がなく

今後もあまり発生しないと思われるので、安全を

考える人のみ、4国人でカロ入するのが妥当だと思わ

れます。

④加入数も少なくなり、団体割引の利益も少なく

なりました。

以上の状況から判断しました。弓1継ざしてくださ

る方がおられましたらお願いいたします。

攣
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